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三
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数
年
前
友
人
と
「
死
ぬ
ま
で
に
行
っ
て
み
た
い
所
は
ど
こ
だ
ろ
う
」
と
話
し
た

お
り
、
期
せ
ず
し
て
シ
チ
リ
ア
で
一
致
し
、
二
人
で
「
シ
チ
リ
ア
島
を
極
め
る
十

日
間
の
旅
」
に
出
た
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
渡
来
以
来
三
千
年
の
歴
史
を
持
つ
こ
の

島
は
、
全
島
に
わ
た
り
見
ど
こ
ろ
満
杯
だ
っ
た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
古

代
の
シ
ラ
ク
ー
サ
と
中
世
の
パ
レ
ル
モ
だ
。 

シ
ラ
ク
ー
サ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
植
民
市
か
ら
始
ま
り
、
紀
元
前
四
世
紀
に
は
人

口
二
〇
万
人
を
擁
し
当
時
世
界
有
数
の
大
都
だ
っ
た
。
収
容
人
員
一
五
〇
〇
〇
人

の
野
外
劇
場
跡
や
、
ア
テ
ナ
神
殿
か
ら
の
転
用
品
で
あ
る
大
聖
堂
の
石
柱
に
は
、

往
時
の
隆
盛
が
偲
ば
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
ア
テ
ネ
の
プ
ラ
ト
ン
は
シ
ラ
ク
ー
サ
国
王

か
ら
政
治
顧
問
に
招
か
れ
、
三
度
、
渡
島
・
滞
在
し
「
哲
人
政
治
」
を
説
い
た
。

ま
た
、
一
五
〇
年
後
の
ポ
エ
ニ
戦
争
で
は
、
こ
の
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
ア
ル
キ
メ

デ
ス
は
新
兵
器
の
開
発
に
努
め
、
軍
司
令
官
と
し
て
ロ
ー
マ
と
戦
っ
た
。 

紀
元
後
は
ロ
ー
マ
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
支
配
下
を
経
て
、
九
世
紀
に
は
イ
ス
ラ
ム
の

侵
攻
を
受
け
る
。
イ
ス
ラ
ム
は
こ
れ
ま
で
の
粗
放
農
業
の
シ
チ
リ
ア
に
、
灌
漑
技

術
や
レ
モ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
の
新
作
物
を
導
入
し
、
農
業
生
産
を

飛
躍
的
に
高
め
、
パ
レ
ル
モ
は
貿
易
港
と
し
て
発
展
す
る
。 

イ
ス
ラ
ム
に
続
き
一
二
世
紀
に
は
北
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ノ
ル
マ
ン
人
が
征
服
し
、

ノ
ル
マ
ン
＝
シ
チ
リ
ア
王
国
を
建
て
る
。
王
国
で
は
開
明
君
主
の
も
と
に
宗
教
、

民
族
、
文
化
の
融
和
が
図
ら
れ
、
パ
レ
ル
モ
は
首
都
と
し
て
繁
栄
し
た
。
宮
廷
の

書
記
官
は
、
ラ
テ
ン
人
、
ア
ラ
ブ
人
、
ギ
リ
シ
ャ
人
各
二
名
の
六
名
体
制
と
し
、

王
室
礼
拝
堂
は
、
正
面
は
ノ
ル
マ
ン
風
、
壁
面
は
ビ
ザ
ン
チ
ン
の
モ
ザ
イ
ク
画
、

天
井
の
装
飾
は
ア
ラ
ブ
模
様
と
混
合
様
式
だ
。
ま
た
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語

の
文
献
か
ら
ラ
テ
ン
語
へ
の
翻
訳
が
精
力
的
に
行
わ
れ
、
シ
チ
リ
ア
は
「
一
二
世

紀
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
発
信
地
と
な
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
朝
は
一
五
〇
年
の
短
い
期
間

な
が
ら
、
後
世
の
西
欧
文
明
に
与
え
た
影
響
は
広
く
大
き
い
。 

島
で
出
会
っ
た
人
は
、
目
鼻
立
ち
が
整
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
系
、
黒
い
髪
に
浅
黒
い

肌
の
ア
ラ
ブ
系
、
肌
が
白
く
長
身
の
ノ
ル
マ
ン
系
と
多
様
で
、
歴
史
と
共
生
を
実

感
す
る
旅
と
な
っ
た
。 


